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　ところが1990年代に入ると突然女子高校生を中心に普及し始めて社会現象となっ
たのだ。
　少女たちは「084（おはよー）」「310216（茶店にいる）」「14106（愛してる）」「3341（さ
みしい）」など語呂合わせでメッセージを送り合うツールとして使い始めた。
　90年代中頃になると、フリーワード変換表による単文字換字法でカナメッセージ
の受信もできるようになった。「あ」なら「11｣、「い」なら「12」、「か」なら「21」といっ
た具合に変換される。
　「ポケベル打ち」「２タッチ入力」と呼ばれる入力を、少女たちが表もボタンも見ず
に早打ちするという光景が見られた。

　因みに、既に過去の遺産と思われるだろうこのポケベル、実は現在も東京テレメッ
セージにより運用されており、携帯電話より電波が通りやすい、受信専用なので設
備に影響を与えないといったことから医療関係者などを中心に利用されている。
　ポケベルの新規登録は終了しているが、ポケベルのシステムは日光市や京都市の
防災ラジオにも活用されていて健在だ。（2019年９月にサービス終了予定）

▼ポケベル　50音フリーワード表


